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＜県基礎学力調査の結果から＞ 

(１) 全体（県との比較，経年比較から） 

   「地域学習」，「産業と国土」いずれの領域においても課題である。特に，昨年同様に県の市町数，

県の地形の位置関係，隣接する県，縮尺と実際の距離，緯度と経度等，知識・理解の定着に不十分さ

が見られる。日々の学習の中での繰り返しの指導や目的地を調べるだけではなく，地図を多面的に活

用する習慣を付けていく指導が必要である。 

 

(２) 良好といえる点（◇は，昨年度，今年度ともに良好な点）  

・主な地図記号を理解することができる。 

・食の安全性について資料から読み取ることができる。 

 

(３) 課題点及び指導のポイント（◆は，昨年度，今年度ともに課題点） 

 

①①石石川川県県のの市市町町のの数数をを理理解解ししてていいるる。。（（◆◆））  

 ○問題１（５） 

     

 

 

 

 

 

 

指導改善のポイント 

・中学年で学習しただけでは，確実な定着は難しい。日々の学習で地域素材を取り上げたり，

地域に目を向けたりする活動を取り入れながら，繰り返し指導していく必要がある。 

(例 石川県の白地図を利用し児童が書き込んだり，県内の市町にちなんだ問題を出し合

ったり，興味・関心を高めながらの活動が有効である) 

 

②②緯緯度度，，経経度度のの基基礎礎的的なな意意味味をを理理解解すするるここととががででききるる。。（（◆◆）） 

○問題２(１)③ 

  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学６年 社会 

☛分析 

「緯度，経度」の基本的な意味が理解できていないため，解答することができない児童の割合

が高かった。 

☛分析 

選択式（４択）であるが，知識が確実でないためか，正答率が低い。 
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指導改善のポイント 

・地図上で目的地を探し出すだけでなく，その地点の緯度，経度を確認する学習を取り入れる。 

・地球儀を活用し，緯度，経度の意味や位置関係を表すことのできるよさを理解する。 

 

③③日日本本のの食食料料生生産産がが抱抱ええるる問問題題ににつついいてて自自分分ななりりのの考考ええをを持持つつここととががででききるる。。 

   問題３(３)② 

     

 

  

 

 

 

 

指導改善のポイント 

・資料を活用し，根拠をもとに自分の考えを  

出し合ったり，様々な考えをまとめるため 

の視点を設定したりする学習を意図的・計 

画的に取り入れていく。 

・資料の与え方に興味を持たせたり，児童の 

意識と異なる資料を準備したりして，驚きや疑問を生み出すような場を設定していく。 

 

④④等等高高線線のの意意味味をを理理解解ししてていいるる。。 

   問題５（３） 

       

 

 

 

 

 

 

 

指導改善のポイント 

・等高線の学習では，立体模型づくりやぬり絵等作業的な学習を取り入れたり，等高線の混み

合いや出入りによってできる地形の特徴を調べたりする体験活動的な学習を設定する。 

・地図の利用が習慣化されるよう，教師が意識的に授業の中で利用する場面を設けていく。 

＜今後の指導にあたって＞ 

○地図帳を活用する際，さまざまな視点（等高線，県内の地形，市町，交通網，隣接都道

府県，縮尺，八方位，緯度と経度等）を与えて確かめ合うなど，日々の授業において幅

広く地図を活用する習慣をつける。 

○各種の資料を活用し，自分なりの考えを持ち，表現し，深め合う活動の機会を意図的・

計画的に取り入れ，その充実を図る。 

○知識・理解の定着を図るために，児童が社会的事象にふれる機会を意図的に設定する。 

☛分析 

いくつかの資料を活用したり，関連させたりしな

がら根拠を持って自分の考えをまとめ表現する学

習があまり行われていないのではないか。 

☛分析 

等高線の意味を理解していない児童が多い。地図学習の不足が考えられる。 


